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工 事 番 号
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令和６年度　橋梁補修工事

工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

平　土　第　　　号

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

図　示

平 川 市

現況一般図

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

1
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三笠橋　現況一般図

平 面 図
S=1:100（A1）

側 面 図

断 面 図

三笠橋（みかさばし）橋 名

路 線 名

竣 功 年

市道　碇ヶ関鯨森線

1967年12月(昭和42年12月)

架 橋 条 件 岩木川水系平川(管理者：青森県)

橋 梁 諸 元

上部工形式

支 承

躯 体

基 礎

支持地盤

適 用 基 準

形

式

A1

A2

上

部

構

造

下

部

構

造

下路曲弦ワーレントラス

線支承：A1(固定)、A2(可動)

重力式橋台

直接基礎

-

-

鋼道路橋設計示方書(昭和39年)

設計活荷重 二等橋(TL-14)

斜 角 90°

橋 長

支 間 長

L=45.80m

L=44.80m

幅 員 全幅員4.8m(有効幅員4.1m+地覆0.35m×2)

床 版 工 鉄筋コンクリート床版

橋 面 舗 装 アスファルト舗装

防 護 柵 橋梁用ビーム型防護柵(鋼製)

伸 縮 装 置 荷重支持型(鋼製)
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DL=135.000
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注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。
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工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

下部工一般図（A1）

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

2
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三笠橋　下部工一般図(A1)

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

正 面 図

S=1:50（A1）

1:0.5

上流側側面図 下流側側面図

平 面 図

分電盤 カーブミラー

HPφ
450

H
P
φ
4
5
0

1.805% 1.805%

ＬＣ

1:
0.
5

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:100（A3）

図　示
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三笠橋　下部工一般図(A2)

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

正 面 図

S=1:50（A1）

下流側側面図 上流側側面図

平 面 図

1:0.5

0.341% 0.341%

ＬＣ

1:
0.
5

工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

下部工一般図(A2)

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

3
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令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:100（A3）

図　示
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工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

補修一般図

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

4
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三笠橋　補修一般図

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

断 面 図

三笠橋（みかさばし）橋 名

路 線 名

竣 功 年

市道　碇ヶ関鯨森線

1967年12月(昭和42年12月)

架 橋 条 件 岩木川水系平川(管理者：青森県)

橋 梁 諸 元

上部工形式

支 承

躯 体

基 礎

支持地盤

適 用 基 準

形

式

A1

A2

上

部

構

造

下

部

構

造

下路曲弦ワーレントラス

線支承：A1(固定)、A2(可動)

重力式橋台

直接基礎

-

-

鋼道路橋設計示方書(昭和39年)

設計活荷重 二等橋(TL-14)

斜 角 90°

橋 長

支 間 長

L=45.80m

L=44.80m

幅 員 全幅員4.8m(有効幅員4.1m+地覆0.35m×2)

床 版 工 鉄筋コンクリート床版

橋 面 舗 装 アスファルト舗装

防 護 柵 橋梁用ビーム型防護柵(鋼製)

伸 縮 装 置 荷重支持型(鋼製)

St01 St02 St03

ＬＣ

水道管φ100

温泉管φ120×2

ケーブルφ30

三 笠 橋 補 修 対 策 一 覧 表

対　策　箇　所 対　策　工　法

表面処理工

断面修復工

上部工

コンクリート躯体下部工

支承防錆工

ポリマーセメントモルタル

高分子系含浸材塗布

金属溶射
支　承

舗　装

床版防水工 複合床版防水

排水管設置工 天板プレート一体型ステンレス排水管排水装置

伸縮装置 伸縮継手工 伸縮装置取替(鋼製伸縮装置　非排水型)

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

ひび割れ補修工 ひび割れ注入工地　覆

表面処理工

断面修復工 ポリマーセメントモルタル

高分子系含浸材塗布

ひび割れ補修工 ひび割れ注入工床　版

塗替塗装工 Rc-I塗装系主構・橋門構

塗替塗装工 Rc-I塗装系縦桁・横桁

塗替塗装工 Rc-I塗装系上横構・下横構

断面修復工 ポリマーセメントモルタル

表面処理工 高分子系含浸材塗布

表面処理工

断面修復工 ポリマーセメントモルタル

高分子系含浸材塗布

モルタル充填工 無収縮モルタル

親　柱その他

S=1:100（A1）

平 面 図

側 面 図
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DL=135.000

マンホール

（As）（As）

河川区域

（As）

A1

F

A2

M

密粒度As(20F)改質II型　t=5cm5舗装打換え工

再生密粒度As(13)　t=4cm2
取付舗装工

沓座モルタル設置工 無収縮モルタル

塗替塗装工 塗替塗装工 塗替塗装工 塗替塗装工

舗装：床版防水工、舗装打替え工

ひび割れ補修工
表面処理工

ひび割れ補修工
表面処理工

表面処理工

表面処理工

表面処理工

表面処理工

沓座モルタル設置工

表面処理工 表面処理工

塗替塗装工

塗替塗装工舗装打替え工 ひび割れ補修工
表面処理工 沓座モルタル設置工

沓座モルタル設置工

塗替塗装工ひび割れ補修工
表面処理工

ひび割れ補修工
表面処理工

舗装打替え工

塗替塗装工

塗替塗装工

モルタル充填工

塗替塗装工

再生密粒度As(13F)　t=3cm5

H.W.L=139.560

H.W.L 余
裕
高

(
橋
座
)

(桁
下
)

河川区域

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:200（A3）

図　示
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主構・橋門構 上横構　　 縦桁・横桁 下横構　　舗装：取付舗装工 伸縮装置取替工 伸縮装置取替工

舗装：取付舗装工

地覆：断面修復工　　

排水管設置工

排水管設置工 排水管設置工床版：断面修復工　　

親柱：断面修復工

親柱：断面修復工

親柱：断面修復工

親柱：断面修復工　　

支承：支承防錆工　　　　

主構・橋門構

地覆：断面修復工　　

伸縮装置取替工 伸縮装置取替工

主構・橋門構舗装：床版防水工　
支承：支承防錆工　　　　

下部工：断面修復工下部工：断面修復工

排水管設置工 排水管設置工 排水管設置工

支承：支承防錆工　　　　

縦桁・横桁床版：断面修復工　　

排水管設置工

地覆：断面修復工　　

　　　　　　　舗装：床版防水工　

主構・橋門構

上横構　　

主構・橋門構
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0
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工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

床版防水詳細図(1/2)

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

5
19

三笠橋　床版防水詳細図(1/2)

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

平 面 図
S=1:100（A1）
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(複合床版防水)

床版防水層概要図

下地処理

（既設床版）

　2)床版防水層の施工は降雨、強風時を避け、設置時の気温等、施工環境に配慮すること。

　　また、床版の表面が十分に乾燥した状態で、下地処理を行うこと。

注記

　1)路面切削は、既設床版を損傷しないよう留意すること。また、切削後、床版にひび割れ

φ15

L=
4.
8m

導
水
パ
イ
プ

導
水
パ
イ
プ
φ
15

φ15

　2)導水パイプは合成樹脂製とする。

注記

　1)防水層の端部は立ち上げを行い成型目地材を設置すること。

　　等の脆弱部が確認された場合は、適切に補修すること。

注記

　1)導水パイプは、既設排水桝を穿孔して接続させること。

数量表（床版防水・舗装）
種　別

A1側取付舗装(t=7cm)

数　量

7.9

備　考

舗装版切断工 As舗装版　t=15cm以下

規　格 単位

m

A2側取付舗装(t=7cm)13.5 m

舗装版破砕工 As舗装版　t=15cm以下 A1側取付舗装(t=7cm)6.3 m2

A2側取付舗装(t=7cm)14.9 m2

路面切削工 As舗装版　t=6cm以下 橋面(t=5cm)188.7 m2

床版防水工 複合床版防水工 橋面186.9 m2

186.9 m2

26.7 m2

舗装工 橋面

取付舗装

19.9 m2 取付舗装

密粒度As(20F)改質II型 t=5cm5

再生密粒度As(13F) 　　t=3cm5

再生密粒度As(13)　　　t=4cm2

導水パイプ

導水パイプ

導水パイプ φ15　合成樹脂製 92.8 m

水抜きパイプ φ48.6　SUS304 12  基

埋設型排水桝 SUS304 4　 基

L=0.25m/1基

伸縮装置部

A1側取付舗装(t=3cm)2.6 m2

A2側取付舗装(t=3cm)4.2 m2

断 面 図
S=1:50（A1）

St01 St02 St03

ＬＣ

水道管φ100

温泉管φ120×2

ケーブルφ30

5

既設排水桝接続図床版防水層端部詳細図
S=1:10（A1）

5

端部コンクリート

5

端部アスファルト(市道取付)

5

2

市道取付舗装 橋面舗装

流下方向 流下方向

地覆

既設排水桝

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

成形目地材 W=5㎝　t=5㎜ 103.7 m

S=1:200（A3）

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）
S=1:20（A3）

S=1:100（A3）

図　示

橋　長　45800

100 桁　長　45600 100

48
00

35
0

41
00

3
50

90°00'00"

アスファルト舗装

乾燥4号硅砂

床版防水第2層：塗膜系防水材

床版防水第1層：浸透系防水材

コンクリート面

19793

521

19682

4814 5000 5000 4979 5021 5000 5000 5151

490

4672 5000 5000 5010 4990 5000 5000 5317

導水パイプφ15　L=19.6m 導水パイプφ15　L=20.1m

導水パイプφ15　L=19.5m 導水パイプφ15　L=20.2m

水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ

水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ 水抜きパイプ
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1941

22248

22335

L=4.4m

φ
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埋設型排水桝

埋設型排水桝

埋設型排水桝

埋設型排水桝

L=2.0m

L=2.2m
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　 密粒度As(20F)改質II型 t=5cm

3
80

 複合床版防水工

 路面切削　t=5cm

　 密粒度As(20F)改質II型 t=5cm

 複合床版防水工

　 密粒度As(20F)改質II型 t=5cm

 複合床版防水工

　 再生密粒度As(13F) t=3cm

　 再生密粒度As(13)　t=4cm

230

導水パイプ接続(現場孔明)

導水パイプφ15導水パイプφ15

5
0

導水パイプφ15

成型目地材 t=5mm

端部床版防水層立上げ

50



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

床版防水詳細図(2/2)

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

6
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三笠橋　床版防水詳細図(2/2)

水
抜
き
パ
イ
プ
 L
=0
.2
5
m

φ20　SUS304

側 面 図
S=1:10（A1）

(セメント系または樹脂系)

水抜きパイプ

注記

　1)施工時に床版厚を確認のうえ、水抜きパイプ長さを決定すること。

支持金具詳細図
S=1:2（A1）

縦桁St01、St03

側 面 図 平 面 図

部品A SUS304 PL-2.0 部品B SUS304 PL-0.8

注記

　1)桁フランジに上から部品Aを設置したのち、部品Bをフランジ下から通して設置する。

導 水 パ イ プ 設 置 参 考 図
S=1:10（A1）

注記

　1)埋設型排水桝の設置位置は、現地確認のうえ決定すること。

　2)排水用フレキシブル管の設置位置・長さ及び固定金具も現地確認のうえ決定すること。

(橋台)

(舗装)

(横桁) (縦桁)

n=14基

n=4基

(舗装)

縦桁St01、St03下フランジ

下フランジ上面 下フランジ下面

平 面 図

正 面 図

(異物侵入防止)

数量表(1基当り)

本体鋼材

備　　考名      称

SUS304　t=3mm

規格・寸法

固定用リブ SUS304　t=2mm

止水材 水膨潤ブチル系　t=5mm

フレキシブル管 SUS304　L=2500 φ20(15)mm

ＰＶＣ管 耐圧軟質塩化ビニール φ13.5(8)mm

ドレーン管 SUS製 φ22(19)mm

固定用付属品 M8拡張アンカー 寸切りボルト N・W

※SUS製 外径22mm

10%

側 面 図

固定用付属品

数　量

固定金具 φ20用サドルバンド Coアンカー

1 式

1 式

1 式

1 本

1 本

1 本

1 式

2 個

埋設型排水桝

詳 細 図

数量表(1基当り)

本体管

備　　考名      称

SUS304　φ48.6

規格・寸法

透水フィルター 透水性フィルター暴露対応型

ガスケット t=0.5

凍結対策材 独立気泡発泡内装コイル

接続保護材 内径収縮率50％以上 L=80

脱落防止材 ダブルナット方式

フレキシブル管 SUS304　L=1200 φ20mm

数　量

1 式

1 式

1 式

1 式

1 本

1 個

1 本

支持金具 SUS304　PL-2.0、PL-0.8 1 式

橋 台 部 断 面 図
S=1:5（A1）

(橋台側) (桁　側)

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:20（A3） S=1:4（A3）

S=1:2（A1）
S=1:4（A3） S=1:10（A3） S=1:20（A3）

図　示

64
0

φ
4
8.
6
　
S
US
30
4

削
孔
長
 L
=
0.
20
m

6
00

フレキシブルチューブ L=1.2m

支持金具

削孔φ55
凍結対策材

間詰材　　　　　　　　　

床版下面処理材

脱落防止材

接続部保護材

埋設型排水桝伸縮装置

フレキシブル管 φ20

固定金具 φ20用　

10
0

50
50

110

60 50

25.5 34.5

10

3 50

12

85

60 25

70

30
10

30

60 50

110

25

剥離紙付両面テープ

64

60 50

30

50

54

2
2

止水材

80

50

5
0

60

固定用リブ

SUSスパイラル管

24

64

ドレーン管　　　

40

20

6

4
0

約1000

13
.5

20

PVC管(寒冷地仕様)

フレキシブル管

止水材

2
3

1
3

止水パッキン

固定用リブ

寸切りボルト

拡張アンカー

埋設型排水桝伸縮装置

フレキシブル管 φ20

チッピング(フレキシブル管設置箇所のみ)

遊間部から桁下へ排水



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

伸縮装置補修図

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

7
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三笠橋　伸縮装置補修図

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

数  量 摘   要

m3

寸    法

120×350×4100×2×2

種    類材  料  名

鋼製櫛型ジョイント

ジェットコンクリート後打ち材

補強鉄筋

伸縮装置取付工事材料表

0.69

本コンクリートアンカー D16D筋アンカー 108

1.2 m

100

500 最小ロット

2.6

200×100

100×20×650×2

ウレタンフォーム

プライマー

シール材

接　着　剤

バックアップ材

接　着　剤

注入目地材

※  伸縮装置の切断寸法及び切断角度は現地実測結果を反映して決定する。

伸縮量30mm対応 101×100×1500 本2 m4.16合計

地覆立上り 伸縮量30mm対応型用 101×200×34 2

g

g

190×96×1200 m4.10合計伸縮量50mm対応(誘導板付) 本2

最小ロット

101×100×580 本2

190×96×850 本2

地覆立上り付き

本

kg16-D16×2050E1 51.2

誘導板：90°取付け

誘導板：90°取付け

桁　側

橋台側

橋台側

桁　側

E1

16-D16×2050

 初圧縮グラフ 

190

ジ
ョ
イ
ン
ト
幅
 
(
m
m
)

200

210

220

180

170

185

195

205

215

175

165

95

施工時の温度（℃）

-10 300 10 20-20 40

100

※  伸縮装置型式は現地遊間を実測して決定する。

断 面 図 ( A 2 )
S=1:30（A1）

(伸縮量50mm対応)

平 面 図 ( A 2 )

(伸縮量50mm対応)

断 面 図 ( A 1 )

(伸縮量30mm対応)

E1

(伸縮量30mm対応)

平 面 図 ( A 1 )

取 付 断 面 図 ( A 1 )
S=1:5（A1）

(誘導板付き)

(誘導板付き)

E1

E1

取 付 断 面 図 ( A 2 )

E1

補強鉄筋加工図

A2

A1

配 置 図
S=1:200（A1）

A2MFA1

地覆部止水工詳細図
S=1:15（A1）

L

上流

下流

EJ-1

鋼製櫛型ジョイント

90°

90°

ＬＣ

ＬＣ

ＬＣ

EJ-2

鋼製櫛型ジョイント

(伸縮量30mm対応) (伸縮量50mm対応・誘導板付き)

±25

橋台側桁　側

@300

鋼製櫛型ジョイント(伸縮量30mm対応)

±15

90°取付け

アスファルト舗装

橋台側 桁　側

アスファルト舗装

90°取付け

鋼製櫛型ジョイント(伸縮量50mm対応・誘導板付き)

A1

地覆立上り部詳細図
S=1:10（A1）

接着剤
100

注入目地材

バックアップ材

2
0

10
0

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:60（A3）

S=1:30（A1）
S=1:60（A3）

S=1:30（A1）
S=1:60（A3）

S=1:30（A1）
S=1:60（A3）

S=1:30（A1）
S=1:60（A3）

S=1:30（A1）
S=1:60（A3）

S=1:20（A3）

S=1:10（A3）
S=1:5（A1）
S=1:10（A3）

S=1:30（A3）

S=1:400（A3）

図　示

4100

4800

2050

350

2050

350

4100

2050 2050

580 2@1500=3000 580

3504100350

850 2@1200=2400 850

4100

鋼製櫛型ジョイント

　　D16 

90° 90°

鋼製櫛型ジョイント 誘導板 コンクリートアンカー D16@300

鋼製櫛型ジョイント

地覆立上り 地覆立上り

90°90°

　　D16 鋼製櫛型ジョイント 誘導板 @300 コンクリートアンカー D16@300

　　Mov(伸縮量50mm対応)

　　Fix(伸縮量30mm対応)

2050
3
00

30
0

橋長 45800

4
10
0

4
10
0

100 桁長 45600 100

190239

168

130 100 100

100350 350

130

12
0

12
0

50
以
上

96

350 350

12
0

1
20

150

250 101

10
0

60

100

15060

30
以
上

コンクリートアンカー D16@300

誘導板 @300 　　D16 

後打ち材

誘導板　　

アンカープレート

　　D16 後打ち材

コンクリートアンカー D16@300

10
1

1
00

2
00

34

350

30
0



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

地覆補修図

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内
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三笠橋　地覆補修図

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

断 面 図
S=1:50（A1）

St01 St02 St03

ＬＣ

下 流 側 外 側 面 図 ( Ａ - Ａ )

分電盤

(As)

A1

F

A2

M

ＬＣ

Ａ
Ｂ

Ｃ Ｄ

Ａ
Ｂ

Ｄ
Ｃ

下 流 側 内 側 面 図 ( Ｂ - Ｂ )

平 面 図 ( 橋 面 )

上 流 側 内 側 面 図 ( Ｃ - Ｃ )

上 流 側 外 側 面 図 ( Ｄ - Ｄ )

(0.40)

(0.40)

(0.40)

(0.20)

(0.20)

(0.20) (0.30)

(0.30)

(0.30)

(0.30)

(0.30)

(0.30)

(0.20)

(0.20)

(0.30)

(0.30)

(0.40)

(0.40)

平　川

表面処理工

断面修復工(左官工法)

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう、カッタ

　　ー目地を入れて施工する事。

　2)断面修復材は「ポリマーセメントモルタル」とする。

　3)鉄筋発錆部は裏側まではつり、防錆処理を施す事。

注記

　1)含浸材塗布前に下地処理を行う事。

　2)コンクリート表面含浸材は「高分子系含浸材」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認できた場合は

　　別途、補修工法を行う事。

ひび割れ注入工(低圧低速注入工法)

ゴム注入式

注記

　1)本工法の対象となるひび割れ幅は、0.2mm以上1.0mm未満のものとする。

　2)注入材は「可とう性注入用エポキシ樹脂」で、国土交通省土木補修用

　　エポキシ樹脂注入材の適合材を使用する事。

　3)注入パイプの間隔は、25cm程度とする。

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

ひび割れ注入工

　　(標準塗布量0.25kg/m2：2回塗り)

地覆補修　数量表

番　号

1

表 面 処 理 工

面　積

ΣA＝107.77m2

ひ び 割 れ 注 入 工

番　号

(1) 割れ幅0.20mm　　L＝  1.0m

延　長

ΣL＝  6.5m

0.52×47.683　　　　　　　 ＝ 24.80m2

(2) 割れ幅0.30mm　　L＝  1.2m

(3) 割れ幅0.40mm　　L＝  0.8m

(4) 割れ幅0.40mm　　L＝  1.0m

(5) 割れ幅0.30mm　　L＝  1.2m

(6) 割れ幅0.20mm　　L＝  0.6m

(7) 割れ幅0.30mm　　L＝  0.7m

(W70×H300)

(W70)

(W70)

(W70)

(W70)

(W70×H300)

外側面積

目地控除 0.07×0.30×7　　　　　　　＝  0.15m2

計 ＝ 24.65m2

1

2

3

4

5

6

2

内側面積 1/2×(0.30＋0.27)×22.800　＝  6.50m2

目地控除 1/2×(0.30＋0.27)×0.07×3 ＝  0.06m2

排水桝控除 0.23×0.105×3　　　　　　 ＝  0.07m2

計 ＝ 13.28m2

1/2×(0.27＋0.28)×25.436　＝  6.99m2

1/2×(0.27＋0.28)×0.07×4 ＝  0.08m2

3

平面積 0.35×1/2×(47.683＋48.236)＝ 16.79m2

目地控除 0.35×0.07×7　　　　　　　＝  0.17m2

計 ＝ 15.93m2

4

平面積 0.35×1/2×(48.209＋47.772)＝ 16.80m2

目地控除 0.35×0.07×7　　　　　　　＝  0.17m2

計 ＝ 15.94m2

5

内側面積 1/2×(0.30＋0.27)×22.800　＝  6.50m2

目地控除 1/2×(0.30＋0.27)×0.07×3 ＝  0.06m2

排水桝控除 0.23×0.105×3　　　　　　 ＝  0.07m2

計 ＝ 13.28m2

1/2×(0.27＋0.28)×25.409　＝  6.99m2

1/2×(0.27＋0.28)×0.07×4 ＝  0.08m2

6

0.52×47.772　　　　　　　 ＝ 24.84m2外側面積

目地控除 0.07×0.30×7　　　　　　　＝  0.15m2

計 ＝ 24.69m2

1

番　号 体　積

断 面 修 復 工

0.32×0.31×0.03　　　　　　＝0.003m3

ΣV＝0.003m3

(205×125)

(205×125)

柵支柱控除 0.205×0.125×27　　　　　 ＝  0.69m2

柵支柱控除 0.205×0.125×27　　　　　 ＝  0.69m2

1

表面処理工(高分子系含浸材)
ひび割れ注入工
断面修復工

S=1:100（A1）

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:200（A3）

S=1:100（A1）
S=1:200（A3）

S=1:100（A1）
S=1:200（A3）

S=1:100（A1）
S=1:200（A3）

S=1:100（A1）
S=1:200（A3）

S=1:100（A3）

図　示

4800

350 4100 350

5
20

27
0
～
3
00

27
0
～
30
0

5
20

橋　長　45800

100 桁　長　45600 100

90°00'00"

表面処理工　　　　　　　　

下地処理

エポキシ樹脂注入材

シール材

インジェクター

取付けパイプ

ひび割れ

は
つ
り
厚

断面修復範囲カッター目地10mm カッター目地10mm

鉄筋

下地処理・プライマー塗布

断面修復材

鉄筋防錆処理

48236

44615 3621

47683

44501 518 2664

48209

44558 3651

44506 386 2880

47772

47683

48236

48209

47772

52
0

30
0

30
0

28
0

28
0

52
0

2
70

22800 25436

2
70

22800 25409

地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地

地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地

地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地

地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地 地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

地覆目地

1
05

230

排水桝 排水桝 排水桝

230

10
5

排水桝 排水桝 排水桝

ひび割れ注入工(1) ひび割れ注入工(2)

ひび割れ注入工(2)

ひび割れ注入工(1)

ひび割れ注入工(3)

ひび割れ注入工(1) ひび割れ注入工(2) ひび割れ注入工(3)

ひび割れ注入工(4) ひび割れ注入工(5) ひび割れ注入工(6)

ひび割れ注入工(7)

ひび割れ注入工(5)

ひび割れ注入工(4)

ひび割れ注入工(6) ひび割れ注入工(7)

ひび割れ注入工(5)ひび割れ注入工(4)

表面処理工　 

表面処理工　 

表面処理工　 

表面処理工　 

表面処理工　 

表面処理工　 

防護柵支柱

防護柵支柱

断面修復工　　

地覆補修　　　　　　　　　



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

排水装置補修図

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

9
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三笠橋　排水装置補修図

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

平 面 図
S=1:100（A1）

落
蓋
側
溝
3
00

(As)

仕
仕

仕

分電盤

(As)

(Co)

T.1

T.2

141.73

141.65

141.528

141.591

(Co)

A1

F

A2

M

ＬＣ

(As)

HPφ450

HPφ
450

側 面 図

排水管補修図

排水管詳細図

S=1:10（A1）

縦桁St01、St03

Dp0101

Dp0201

Dp0102 Dp0203

Dp0202 Dp0203

取付金具詳細図

平　川

地覆

床版

外周曲加工詳細

4-φ14x30長孔   

4-アンカーボルトM10x80

2-PL 100x6x345(SS400)

1-PL 100x6x307(SS400)

1-PL 100x6x200(SS400)

4-BN M12x45(SS400)

2-BN M12x50(SS400)

2-EPDM 100x3x200

施工時

TSステンレス排水管

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

    2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

    3.天板プレート一体型排水装置は、NETIS No.CB-190003-Aに準ずる。

　　4.SS400は全て溶融亜鉛メッキ

　　  (JIS H 8641 2種　HDZ55) 仕上げを行う。

　　  但し、ボルト類はHDZ35とする。

　　5.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

　　  耐食性向上の措置を講じる。

　　6.現地調査にて寸法確定後製作する。　

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:200（A3）

S=1:20（A3）

図　示

橋　長　45800

100 桁　長　45600 100

48
00

35
0

41
00

3
50

90°00'00"

排水管設置工　天板プレート一体型ステンレス排水管　N=6箇所

64
0

既設排水管外径φ100

既
設
排
水
管
長
 L
=1
5
0

10
0

φ127

φ
12

7

22
5

225

30

30接着面シーリング塗布

(1-SW,1-W,2-N)　　　　

90°

45°

φ127

外周曲加工

(SUS304 t=1.0mm)

1
0

t=2.0

307 6

395

φ
13

3

6
6

内側EPDM貼付(t=3.0)
2-φ15 桁孔明

縦桁腹板

2-φ14x30長孔

100

50 50

20
0

5
0

10
0

50

395

307 6

1
00

25
50

25

275

60 145 70

30 30 10 30 30 2-φ14x30長孔(PL側)

4-φ14孔(バンド側)

排
水
管
長
　
86
0

22
0

400

8
60



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

主桁補修図

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

10
19

三笠橋　主桁補修図

ＬＣ

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

平 面 図

側 面 図

断 面 図

1:
0.
5

A1

F

A2

M

A1

F

A2

M

ＬＣ

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

Ａ部詳細

R=
2m
m以

上

R=2mm以
上

Ａ Ａ

注記)　鋼部材角部の曲面加工を行う事。

鋼部材角部曲面加工図

平　川

S=1:100（A1）

St01 St02 St03

ＬＣ

水道管φ100

温泉管φ120×2

ケーブルφ30

1.317% 1.317%

1:0.5

Rc-I塗装系（スプレー）

塗装工程 塗　料　名
使用量

塗装間隔
（g/m2）

素地調整 素地調整工(1種ケレン)

防食下地 600

4時間以内

下　　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 240

下　　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 240

中　　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗 170

上　　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 140

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

注記

　1)塗装仕様は、「鋼道路橋防食便覧」（平成26年3月）に準拠する。

　2)既設塗膜の有害物質調査の結果、ＰＣＢ及び鉛が検出された事から塗膜除去の際には【青森県の

　　対応方針】に準拠し、素地調整工(湿式)・仕上げ素地調整 1種ケレンを基本とするが、本計画で

　　は同等の処理能力を有する「循環式ブラスト工法」により旧塗膜を完全除去するものとする。

有機ジンクリッチペイント

　　原則はスプレー塗装とするが、協議の上ではけ、ローラーに変更もできる。

　　ブラスト処理による除せい度はISO Sa 2 1/2 とする。

　　旧塗膜の運搬・処分等は適切に行う事。

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:200（A3）

図　示

橋　長　45800

100 桁　長　45600 100

橋　長　45800

400 支間長　44800 400

100 桁　長　45600 100

400 支間長　44800 400

48
00

35
0

41
00

3
50

90°00'00"

53
60

10
80

1
60
0

16
00

1
08
0

塗替え塗装工(Rc-I塗装系)

主構(斜材) 主構(上弦材)

上横構

主構(橋門構) 上横支材

塗替え塗装工(Rc-I塗装系)

主構(下弦材)縦桁

下横構

横桁

塗替え塗装工(Rc-I塗装系)

主構(上弦材) 主構(上弦材)

主構(斜材)

主構(斜材)

主構(下弦材)

主構(斜材)

照明添架部

照明添架部

76
00

6
23
0

6
23
0

5720

76
00

52
0
8
50

6
23
0

350 4100 350

4800

5360

1080 1600 1600 1080

27
0

27
0

3
80

添架管支持金具(上流側)

添架管支持金具(下流側)

主構(橋門構)

上横支材

主構(斜材)

縦桁 横桁

塗替え塗装工(Rc-I塗装系)



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内
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注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

上 横 構

主 構

ＬＣ

下 横 構

主構添接部

添 接 部 A

側 面

上 面

下 面

添 接 部 B

添 接 部 C

側 面

上 面

下 面

添 接 部 D

※橋梁中央部を境に同寸法である

橋 門 構

ＬＣ

R300 R300

三笠橋　塗替塗装算定図(1/2)
S=1:50（A1）

R200

下面　0.17 m2

下面　0.32 m2

内面　0.19 m2

内面　0.78 m2

内面　0.71 m2

内面　0.37 m2

内面　0.02 m2

内面　0.12 m2

塗替塗装算定図(1/2)

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号
S=1:100（A3）

図　示

82
45

400

8444

95
00

9440

11482

5600

5
36
0

1
08
0

16
0
0

16
00

10
8
0

400 5400 5700 5700 5600

5700 5700 5600

5
36
0

400 5400 5700 5700 5600

72
0

36
0

20
32
0

20

31
0

10
29
0
10

10
30
0
10

360

20 320 20

31
0

10
29
0

10

10 300 10

360

20 320 20

31
0

10
29
0

10

10 300 10

400

68
0

789

51
5

10
8

4
07

1465

70
0

1100

5
25

1400

71
0

360

20 320 20

10 300 10

31
0

10
29
0

10

360

20 320 20

10 300 10

31
0

10
29
0

10

300

10
280

10

20
0

300

10
280

10

20
0

30
0

10
28
0
10

20
0

10

18
0

10

5600

5600

5600

主構添接部A

460

160 140 160

36
0

11
0

14
0

11
0

460

100 260 100

175 110 175

2
90

75

1
40

75

460

28
0

80

12
0

80

85 290 85

照明灯架台
460

155 150 155

36
0

11
0

14
0

11
0

460

100 260 100

170 120 170

30
0

10
0

14
0

60

460

85 290 85

28
0

80

12
0

80

主構添接部C

610

160 290 160

36
0

11
0

14
0

11
0

460

105 250 105

175 110 175

29
0

610

160 290 160

2
80

80

1
20

80

主構添接部D 主構添接部D 

460

34
0

460

150 160 150

90
13
0

7
0

2
85

7
5

1
35

75

122.5 215 122.5

460

1
20

1
20

12
0

525

1750

26
0

1750

2
60

2
60

26
0

990

260

180

19
5

18
0

85
10

85

130

120

10

18
0

85
10

85

130

120

10

18
0

85
10

85

130
120

10

18
0

85
10

85

130 120

10

18
0

85
10

85

130

120

10

18
0

85
10

85

130

120

10

180

22
0

10
20
0
10

180

260

19
5

4
65
0

561
1

1450150 150

5664 558
6

5611 566
4 5586

5600

ため、図化は省略している。

150 1450 150

53
0

80
37
0

8
0

150 690 150

1750

1750

1450150

150 1450

80
40
0

8
0

56
0

365160

602
00

20
0 60

400

1
0

91
5

1750

5200 548
1

520
0 5481

5481 539
0

548
1 5390

1200

100 1000 100

72
0

20
5

31
0

20
5

1200

100 1000 100

72
0

20
5

31
0

20
5

1890

40 100 1610 100 40

3
40

21
5

12
5

34
0

21
5

1
25

1890

40 100 1610 100 40

1890

3
40

34
0

1890

1035

930 105

3
40

20
0

14
0

34
0

20
0

1
40

1035

930 105

22
0 10

5
10

10
5170

10
160

22
0

10
5

10
10
5170

160
10

22
0 10
5

10
10
5170

10
160

22
0

10
5

10
10
5170

160
10

5040

5360

4
20

14
40

10
2
0

4
20

200

14
40

10
2
0

4
20

10
1
01
0

1
0 4
00

10

200

5400

77
7

74
68

777 4623

685

7554

88
54

8587

457

0.79 m2

外面　0.28 m2

外面　1.01 m2

外面　0.94 m2

外面　0.55 m2

主構添接部B

照明灯架台

15
5

7
60

6488

0.12 m2

4
96
0

上面　0.28 m2

上面　0.45 m2 外面　0.04 m2

外面　0.25 m2



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

塗替塗装算定図(2/2)

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内
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三笠橋　塗替塗装算定図(2/2)

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

ＬＣ

※橋梁中央部を境に同寸法である

縦桁・横桁

St01

St02

St03

縦 桁

St01 St02 St03

S=1:50（A1）

St01、St03

縦 桁

St02

(横桁) (横桁) (横桁)

上面

下面

側面

上面

下面

側面

(横桁) (横桁) (横桁)

横 桁

下面　0.24 m2

下面　0.51 m2

下面　0.40 m2

下面　0.03 m2

下面　0.02 m2

添架管支持金具

下流側(温泉管) 上流側(水道管、ケーブル)

下弦材 下弦材

S=1:10（A1）

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:100（A3）

S=1:50（A1）
S=1:100（A3）

S=1:50（A1）
S=1:100（A3）

S=1:50（A1）
S=1:100（A3）

S=1:20（A3）

図　示

ため、図化は省略している。

53
60

10
8
0

1
60
0

16
00

10
80

400 5400 5700 5700 5600 5600

260 10840 260 11040 260

5360

1080 1600 1600 1080

260

64
0

1
8

60
4

1
8

220

52
0

16
48
8

16

260 10840 260 11040 260 11040

64
0

1
8

60
4

1
8

165

48
5

550

550

2
60

26
0

45
17
0

45

26
0

260 10840 260 11040 260 11040

22
0

52
0

16
48
8

16

22
0

165

35
0

1200

10
14
0

3
0

11
0

1200

10 10

10 10
550

22
0

46
00

46
00

46
00

4600

260

68
0

1
0

66
0

1
0

520

2
20

90

垂直補剛材(PL 90×10×660)

垂直補剛材

330

58
0

72
0

開孔φ110(端部横桁のみ)

上面　0.26 m2

125 10 125

105 10 105

125 10 125

上面　0.82 m2

上面　0.52 m2

0.15 m2

80 35 50

80 35 50

上面　0.03 m2

上面　0.02 m2

460

50 360 50

36
0

50
31
0

L-5×50×50

250

15
5

11
5

40

22
0

L-3×40×40

L-3×30×30

PL-5×40

15
2

30 220



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

床版補修図

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内
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三笠橋　床版補修図
S=1:50（A1）

平 面 図 ( 床 版 )

A1

F

ＬＣ

平　川

(0.20)

(0.20)
(0.20)

(0.15)

(0.25)

(0.20)

(0.25)

(0.30)

(0.20)
(0.25)

(0.25)

(0.30)

(0.20)

(0.20)
(0.40)

(0.20)

(0.30)

(0.20)

(0.30) (0.25)

(0.15)

(0.15)

(0.20)

A2

M

ＬＣ

平　川

(0.15)

(0.20)

(0.20)
(0.20) (0.25)

(0.30) (0.25) (0.25) (0.40)

(0.30)

(0.20)

(0.30)

St01

Bt01

St02

St03

Bt03

St01

Bt01

St02

St03

Bt03

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

断 面 図

St01 St02 St03

ＬＣ

表面処理工

断面修復工(左官工法)

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう、カッタ

　　ー目地を入れて施工する事。

　2)断面修復材は「ポリマーセメントモルタル」とする。

　3)鉄筋発錆部は裏側まではつり、防錆処理を施す事。

注記

　1)含浸材塗布前に簡易清掃を行う事。

　2)コンクリート表面含浸材は「高分子系含浸材」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認できた場合は

　　別途、補修工法を行う事。

ひび割れ注入工(低圧低速注入工法)

ゴム注入式

注記

　1)本工法の対象となるひび割れ幅は、0.2mm以上1.0mm未満のものとする。

　2)注入材は「可とう性注入用エポキシ樹脂」で、国土交通省土木補修用

　　エポキシ樹脂注入材の適合材を使用する事。

　3)注入パイプの間隔は、25cm程度とする。

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

ひび割れ注入工

　　(標準塗布量0.25kg/m2：2回塗り)

床版補修　数量表(1/2)

番　号

1

表 面 処 理 工

面　積

0.10×11.09＋0.57×10.84　 ＝  7.29m2

(1)

(2)
(3) (4) (5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11) (12)

(13)

(14)

(15)

(16)
(17)

(18)
(19)

(20)

(21)

(22)
(23) (24)

(25) (26) (27) (28)
(29)

(30)

(31)

ひ び 割 れ 注 入 工

番　号

(1) 割れ幅0.20mm　　L＝  1.4m

延　長

ΣL＝ 39.4m

(2) 割れ幅0.20mm　　L＝  0.9m

(3) 割れ幅0.20mm　　L＝  1.3m

(4) 割れ幅0.30mm　　L＝  1.4m

(5) 割れ幅0.25mm　　L＝  1.4m

(6) 割れ幅0.20mm　　L＝  2.9m

(7) 割れ幅0.25mm　　L＝  1.7m

(8) 割れ幅0.20mm　　L＝  1.5m

(9) 割れ幅0.25mm　　L＝  1.4m

(10) 割れ幅0.30mm　　L＝  0.3m

(11) 割れ幅0.20mm　　L＝  1.4m

(12) 割れ幅0.25mm　　L＝  1.4m

(13) 割れ幅0.30mm　　L＝  0.3m

(14) 割れ幅0.25mm　　L＝  0.7m

(15) 割れ幅0.20mm　　L＝  1.4m

(16) 割れ幅0.20mm　　L＝  1.1m

(17) 割れ幅0.40mm　　L＝  1.4m

(18) 割れ幅0.20mm　　L＝  0.6m

(19) 割れ幅0.30mm　　L＝  1.1m

(20) 割れ幅0.20mm　　L＝  2.8m

(21) 割れ幅0.20mm　　L＝  0.8m

(22) 割れ幅0.20mm　　L＝  1.4m

(23) 割れ幅0.20mm　　L＝  1.4m

(24) 割れ幅0.25mm　　L＝  1.7m

(25) 割れ幅0.30mm　　L＝  1.4m

(26) 割れ幅0.25mm　　L＝  1.4m

(27) 割れ幅0.25mm　　L＝  1.4m

(28) 割れ幅0.40mm　　L＝  1.1m

(29) 割れ幅0.30mm　　L＝  1.1m

(30) 割れ幅0.20mm　　L＝  0.6m

(31) 割れ幅0.30mm　　L＝  0.7m

2

1

3

4

2 0.10×11.29＋0.57×11.04　 ＝  7.42m2

3 1.36×10.84　　　　　　 　 ＝ 14.74m2

4 1.36×11.04　　　　　　 　 ＝ 15.01m2

1 23 4

7 85 6

5 1.36×10.84　　　　　　 　 ＝ 14.74m2

6 1.36×11.04　　　　　　 　 ＝ 15.01m2

7 0.10×11.09＋0.57×10.84　 ＝  7.29m2

8 0.10×11.29＋0.57×11.04　 ＝  7.42m2

9 1011 12

15 1613 14

9 0.10×11.29＋0.57×11.04　 ＝  7.42m2

10 0.10×11.09＋0.57×10.84　 ＝  7.29m2

11 1.36×11.04　　　　　　 　 ＝ 15.01m2

12 1.36×10.84　　　　　　 　 ＝ 14.74m2

13 1.36×11.04　　　　　　 　 ＝ 15.01m2

14 1.36×10.84　　　　　　 　 ＝ 14.74m2

15 0.10×11.29＋0.57×11.04　 ＝  7.42m2

16 0.10×11.09＋0.57×10.84　 ＝  7.29m2

ΣA＝180.56m2

排水管控除 0.225×0.225×6　　　　　　＝  0.30m2

17

18

1/2×0.99×1.66＋1/2×(0.99＋1.20)×

0.79　　　　　　　　 　　　＝  1.69m2
17

18 1/2×1.14×2.34　 　　　　 ＝  1.33m2

1

番　号 体　積

断 面 修 復 工

(0.27×0.10＋0.14×0.10)×0.06

ΣV＝0.021m3

2 0.30×0.13×0.03　　　　　　＝0.001m3

　　　　　　　　　　　　　　＝0.002m3

3
(0.13×0.05＋0.25×0.20)×0.05

　　　　　　　　　　　　　　＝0.003m3

4
{1/2×(1.14＋1.03)×0.22＋1/2×0.48×

0.57}×0.04　　　　　　　　 ＝0.015m3

床版補修　数量表(2/2)

表面処理工(高分子系含浸材)
ひび割れ注入工
断面修復工

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号
S=1:100（A3）

図　示
4800

350 4100 350

2
70
～
30
0

2
70
～
30
0

表面処理工　　　　　　　　

簡易清掃

エポキシ樹脂注入材

シール材

インジェクター

取付けパイプ

ひび割れ

は
つ
り
厚

断面修復範囲カッター目地10mm カッター目地10mm

鉄筋

下地処理・プライマー塗布

断面修復材

鉄筋防錆処理

4
80
0

床版補修

670 260 1360 220 1360 260 670

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

橋　長　45800

100 桁　長　45600

400 支間長　44800

橋　長　45800

桁　長　45600 100

支間長　44800 400

表面処理工　 表面処理工　 表面処理工　 表面処理工　 

表面処理工　 表面処理工　 表面処理工　 表面処理工　 

表面処理工　 表面処理工　 表面処理工　 表面処理工　 

表面処理工　 表面処理工　 表面処理工　 表面処理工　 

表面処理工　 

表面処理工　 



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

図　示

平 川 市

支承補修図

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

14
19

三笠橋　支承補修図

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

平 面 図

S=1:10（A1）

A1支承(固定)

側 面 図

支承防錆工フロー

現 地 調 査

沓座・支承部清掃

足 場 仮 設

足 場 撤 去

潤滑性防錆剤注入

ブ ラ ス ト 処 理

金 属 溶 射

樹 脂 塗 装

分電盤

A1

F

A2

M

ＬＣ

平 面 図

平　川

S=1:100（A1）

正 面 図

後 片 付 け

平 面 図

A2支承(可動)

側 面 図 正 面 図

【二硫化モリブデン溶液】

【最低皮膜厚 100μ】

【エポキシ系浸透性保護材】

チッピング処理 t=10mm

チッピング処理 t=10mm

チッピング処理 t=10mm

チッピング処理 t=10mm

チッピング処理 t=10mm

チッピング処理 t=10mm

無収縮モルタル t=40mm
チッピング処理 t=10mm

無収縮モルタル t=40mm
チッピング処理 t=10mm

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:200（A3）

S=1:20（A3）

S=1:10（A1）
S=1:20（A3）

橋　長　45800

100 桁　長　45600 100

5800 5700 5700 5600 5600 5700 5700 5800

48
0
0

35
0

41
0
0

35
0

57
2
0

53
6
0

10
8
0

16
00

16
00

10
8
0

900

46
0

460 900

17
0

17
0

910

46
0

460

1
70

1
70

910

90°00'00"

10
0

46
0

10
0

66
0

100 900 100

1100

1110

100 910 100

66
0

10
0

46
0

1
00

660

100 460 100

1100

100 900 100

660

100 460 100

1110

100 910 100

40 40
4040

無収縮モルタル t=40mm

無収縮モルタル t=40mm
無収縮モルタル t=40mm

無収縮モルタル t=40mm

30
3
0

3
0

30

無収縮モルタル t=40mm

無収縮モルタル t=40mm支承防錆工(金属溶射)

支承防錆工(金属溶射)

支承防錆工(金属溶射) 支承防錆工(金属溶射)

支承防錆工(金属溶射)

支承防錆工(金属溶射)

支承防錆工(金属溶射)　　支承防錆工(金属溶射)　　



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

平 川 市

下部工補修図(1/2)

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

15
19

正 面 図

1:0.5

上流側側面図 下流側側面図

平 面 図

分電盤 カーブミラー

HPφ
450

H
P
φ
4
5
0

1.805% 1.805%

ＬＣ

1:
0.
5

A 1 橋 台

三笠橋　下部工補修図(1/2)

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

表面処理工

断面修復工(左官工法)

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう、カッタ

　　ー目地を入れて施工する事。

　2)断面修復材は「ポリマーセメントモルタル」とする。

　3)鉄筋発錆部は裏側まではつり、防錆処理を施す事。

注記

　1)含浸材塗布前に簡易清掃を行う事。

　2)コンクリート表面含浸材は「高分子系含浸材」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認できた場合は

　　別途、補修工法を行う事。

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

　　(標準塗布量0.25kg/m2：2回塗り)

A1下部工補修　数量表

番　号

1

表 面 処 理 工

面　積

1.29×1.25×2　　　　　　　＝  3.23m2

2 1.065×1.60×2＋0.57×4.10 ＝  5.75m2

支承控除 (CAD計測)0.37m2/箇所×2 　 ＝  0.74m2

ΣA＝  8.24m2

番　号 体　積

断 面 修 復 工

ΣV＝0.014m3

1 0.58×0.55×0.02　　　　　　＝0.006m3

1

2

1 2

2 0.30×1.30×0.02　　　　　　＝0.008m3

既設化粧板撤去

番　号 体　積

既 設 化 粧 板 撤 去

(1.065×0.70－0.50×0.30)×0.10

ΣV＝ 0.06m3

　　　　　　　　　　　　　　＝ 0.06m3

S=1:50（A1）平　土　第　　　号

令和６年度　橋梁補修工事

図　示

S=1:100（A3）

7300

1250 4800 1250

350 4100 350900

500 400

150

7300

1250 4800 1250

350 4100 350

30
0

3
00

化粧板目地

35
38

10
80

35
38

10
80

165 900

500400

150

165

1065 1065

表面処理工　　　　　　　　

簡易清掃

は
つ
り
厚

断面修復範囲カッター目地10mm カッター目地10mm

鉄筋

下地処理・プライマー塗布

断面修復材

鉄筋防錆処理

既設化粧板撤去(塗潰し部)

既設化粧板撤去(塗潰し部)

表面処理工　 

表面処理工　 

断面修復工　　 断面修復工　　

12
9
0



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

S=1:50

平 川 市

下部工補修図(2/2)

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

16
19

三笠橋　下部工補修図(2/2)

注記

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

正 面 図下流側側面図 上流側側面図

平 面 図

1:0.5

0.341% 0.341%

ＬＣ

1:
0.
5

A 2 橋 台

A2下部工補修　数量表

番　号

1

表 面 処 理 工

面　積

1.10×0.50＋0.86×3.06＋0.86×2.99＋

1.10×0.50　　 　　　　　　＝  6.30m2

2

　　　　　　　　　　　　　 ＝  8.10m2

1/2×0.84×2.93＋1.034×1.60＋0.53×

4.10＋1.034×1.60＋1/2×1.034×2.69

1

番　号 体　積

断 面 修 復 工

(0.20×0.50＋0.05×1.31)×0.03

ΣV＝0.024m3

　　　　　　　　　　　　　　＝0.005m3

2

{1/2×(0.80＋0.10)×0.95＋1/2×(0.10

＋0.26)×1.29－1/4×π×0.13^2}×0.03

表面処理工

断面修復工(左官工法)

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えないよう、カッタ

　　ー目地を入れて施工する事。

　2)断面修復材は「ポリマーセメントモルタル」とする。

　3)鉄筋発錆部は裏側まではつり、防錆処理を施す事。

注記

　1)含浸材塗布前に簡易清掃を行う事。

　2)コンクリート表面含浸材は「高分子系含浸材」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認できた場合は

　　別途、補修工法を行う事。

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

　　(標準塗布量0.25kg/m2：2回塗り)

1

2

1 2

支承控除 (CAD計測)0.37m2/箇所×2 　 ＝  0.74m2

ΣA＝ 13.63m2

温泉管控除 1/4×π×0.12^2×2 　 　　 ＝  0.02m2

水道管控除 1/4×π×0.13^2　 　 　　　＝  0.01m2

　　　　　　　　　　　　　　＝0.019m3

S=1:50（A1）

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

図　示

S=1:100（A3）

2313 7300 2235

1250 4800 1250

350 4100 350

150

500 400

900 134

150

500400

900134

2313 7300 2235

1250 4800 1250

350 4100 350

28
0

28
0

化粧板目地

31
7
0

86
0

31
7
0

86
0

1034 1034

表面処理工　　　　　　　　

簡易清掃

は
つ
り
厚

断面修復範囲カッター目地10mm カッター目地10mm

鉄筋

下地処理・プライマー塗布

断面修復材

鉄筋防錆処理

表面処理工　 

表面処理工　 

断面修復工　　 断面修復工　　



工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

図　示

平 川 市

親柱補修図

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

17
19

三笠橋　親柱補修図

　1)本図面は、既存資料及び現地測定を基に作成した図面である。

　2)補修工事に当たり、寸法等は再度現地計測を行って確認する事。

平 面 図
S=1:100（A1）

分電盤

(As)

A1

F

A2

M

ＬＣ

平　川

表面処理工
断面修復工

表面処理工
断面修復工

表面処理工
断面修復工

表面処理工
断面修復工

A1下流側親柱
S=1:50（A1）

平 面 図

A1上流側親柱

平 面 図

A2下流側親柱

平 面 図

A2上流側親柱

平 面 図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ 矢 視 図

平 川

Ｂ 矢 視 図

1:
0.
5

橋歴板

Ｃ 矢 視 図 Ｄ 矢 視 図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

(As) (As)

(橋座)

(As)

(橋座)

Ａ 矢 視 図

三笠橋

Ｂ 矢 視 図

Ｃ 矢 視 図 Ｄ 矢 視 図

(As)

(As)

(橋座)

(As)

(橋座)

1:0.5

Ｂ

Ｄ

Ａ Ｃ Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ 矢 視 図 Ｂ 矢 視 図

Ｃ 矢 視 図 Ｄ 矢 視 図

(地覆)

1:0.4

(As)

(地覆)

(As) (地
覆
)

(As)

Ａ 矢 視 図 Ｂ 矢 視 図

Ｃ 矢 視 図 Ｄ 矢 視 図

(地覆)

1:0.4

(As)

(地覆)

(As)

(地
覆
)

(As)

注記

昭和四十二年十二月竣功みかさばし

表面処理工 断面修復工(左官工法)

コンクリート表面含浸材塗布

注記

　1)劣化部コンクリートのはつりは、健全部に損傷を与えない

　　よう、カッター目地を入れて施工する事。

　2)断面修復材は「ポリマーセメントモルタル」とする。

　3)鉄筋発錆部は裏側まではつり、防錆処理を施す事。

注記

　1)含浸材塗布前に下地処理を行う事。

　2)コンクリート表面含浸材は「高分子系含浸材」とする。

　3)下地処理後に幅0.2mm以上のひび割れなどの劣化部が確認

　　できた場合は別途、補修工法を行う事。

補修工凡例

表　示 補 修 工 法

断 面 修 復 工

表 面 処 理 工

　　(標準塗布量0.25kg/m2：2回塗り)

親柱補修　数量表

番　号

1

表 面 処 理 工

面　積

A1下流側親柱

1.60×0.80－1/2×0.78×0.29＝  1.17m2

　　　　　　　　　　　　　 ＝  1.36m2

0.71×1.52＋0.21×1.60－0.17×0.35

番　号 体　積

断 面 修 復 工

(0.76×0.12＋0.20×0.48＋0.07×0.76＋

0.10×0.54＋0.10×0.20)×0.031

ΣA＝ 13.69m2

　　　　　　　　　　　　　　＝0.009m3

1

2

3

4

5 6

0.10×0.47×0.04　　　　　　＝0.002m32

{0.13×1/2×(0.32＋0.37)＋0.17×0.13

＋0.17×0.26＋0.17×0.13}×0.033

　　　　　　　　　　　　　　＝0.002m3

(0.20×0.60＋0.18×0.68＋0.15×0.20＋

0.15×0.20＋0.15×0.54)×0.034

　　　　　　　　　　　　　　＝0.012m3

ΣV＝0.046m3

{0.45×0.45＋(0.08×0.45＋0.08×0.39)

×2}×0.03　　　　　　　　　＝0.010m3
5

{0.45×0.45＋(0.09×0.45＋0.09×0.39)

×2}×0.03　　　　　　　　　＝0.011m3
6

表面処理工

下部工で計上済み

表面処理工

下部工で計上済み

表面処理工

下部工で計上済み

表面処理工

下部工で計上済み

1

2 3 4

平面積

Ａ断面

0.20×0.30　　　　　　　　 ＝  0.95m2

0.71×0.60＋1.29×1/2×(0.80＋0.10)－
Ｂ断面

0.71×1.52　　　　　　　　 ＝  1.08m2Ｃ断面

0.71×0.60＋0.21×0.80　　 ＝  0.59m2Ｄ断面

小　計 　　　　　　　　　　　　　 ＝  5.15m2

2 A1上流側親柱

1.60×0.72－1/2×0.77×0.28＝  1.04m2

　　　　　　　　　　　　　 ＝  1.36m2

0.71×1.52＋0.21×1.60－0.17×0.35

平面積

Ａ断面

0.71×0.60＋0.21×0.72　　 ＝  0.58m2Ｂ断面

0.71×1.52　　　　　　　　 ＝  1.08m2Ｃ断面

0.50　　　　　　　　　　　 ＝  0.85m2

0.71×0.60＋0.21×0.72＋1/2×1.08×
Ｄ断面

小　計 　　　　　　　　　　　　　 ＝  4.91m2

3 A2下流側親柱

0.50×0.48　　　　　　　　 ＝  0.24m2平面積

0.86×0.45　　　　　　　　 ＝  0.39m2Ａ断面

0.86×0.45＋1/2×1.10×0.48＝  0.65m2Ｂ断面

0.86×0.45－0.17×0.35　　 ＝  0.33m2Ｃ断面

0.58×0.45＋0.28×0.10　　 ＝  0.29m2Ｄ断面

　　　　　　　　　　　　　 ＝  1.90m2小　計

4 A2上流側親柱

0.45×0.45　　　　　　　　 ＝  0.20m2平面積

0.86×0.45　　　　　　　　 ＝  0.39m2Ａ断面

0.58×0.45＋0.28×0.10　　 ＝  0.29m2Ｂ断面

0.58×0.45－0.17×0.35　　 ＝  0.20m2Ｃ断面

0.86×0.45＋1/2×1.10×0.48＝  0.65m2Ｄ断面

　　　　　　　　　　　　　 ＝  1.73m2小　計

モルタル充填工

番　号 体　積

モ ル タ ル 充 填 工

0.12×0.83×0.22　　　　　　＝0.022m3

ΣV＝0.022m3

(無収縮モルタル)

(無収縮モルタル)

令和６年度　橋梁補修工事
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表面処理工　　　　　　　　

下地処理

は
つ
り
厚

断面修復範囲カッター目地10mm カッター目地10mm

鉄筋

下地処理・プライマー塗布

断面修復材

鉄筋防錆処理

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　

断面修復工　　 断面修復工　　
表面処理工　　

表面処理工　　 表面処理工　　 表面処理工　　

A2下流側親柱

A2上流側親柱

モルタル充填工

モルタル充填工

下部工背面



平
川

平
川

シート＋板張り防護＋鋼製足場板 建地単管 φ48.6 @1800以内 腕木材 φ48.6 @1800以内布単管 φ48.6

吊チェーン位置 @1800以内 方杖位置 φ48.6

吊チェーン位置(端部) @1200以内 吊チェーン位置(中央部) @1800以内シート＋板張り防護＋鋼製足場板

ころばし材 φ48.6 @900以内 おやご材 φ48.6

シート＋板張り防護頭ツナギ φ48.6単管手摺 φ48.6シート＋板張り防護＋鋼製足場板

ころばし材 φ48.6 @900以内 おやご材 φ48.6 朝顔建地単管 φ48.6 @1800以内
腕木材兼控え単管 φ48.6
@1800以内

シート＋板張り防護
＋鋼製足場板

腕木材 φ48.6 @1800以内 布単管 φ48.6

単管足場3段目 吊チェーン位置 @1200以内(ダブル)

ころばし材 φ48.6 @900以内おやご材 φ48.6

昇降梯子

昇降梯子位置

昇降梯子位置

A2A1

A2A1

H.W.L=139.560

A1 A2

三笠橋　仮設足場参考図(1/2)

平 面 図 ( 上 弦 足 場 )

平 面 図 ( 下 弦 足 場 )

側 面 図
S=1:100（A1）

縦　桁

チェーン吊金具

吊チェーン @1800以内
（ループ吊）

チェーン保護ウエス養生 チェーン受け単管 φ48.6

吊チェーン @1200以内

控え単管 φ48.6 @1800以内 直交クランプ

桁材（アーチ部）

直交クランプ

単管φ48.6

布単管 φ48.6

建地単管 φ48.6 @1800以内

控え単管 φ48.6

（ループ吊）

高欄部チェーン吊元詳細図
S=1:10（A1）

足場チェーン吊金具詳細図

アーチ部控え単管詳細図

工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

図　示

平 川 市

仮設足場参考図(1/2)

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

18
19

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:200（A3）
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工事番号

図面番号

路 線
名

河 川

施 行
箇 所

縮尺

葉 中

青 森 県

図　示

平 川 市

仮設足場参考図(2/2)

碇ヶ関鯨森線(三笠橋)

平川市碇ヶ関　地内

19
19

三笠橋　仮設足場参考図(2/2)

断 面 図 ( 一 般 部 )
S=1:50（A1）

59°
75°

55°

ＣＬ吊チェーン
@1200以内（ダブル）

吊チェーン @1200以内

吊チェーン @1800以内

チェーン吊金具

吊チェーン @1800以内

ころばし材 φ48.6 @900以内

おやご材 φ48.6

シート
＋板張り防護
＋鋼製足場板

単管手摺 φ48.6

頭ツナギ φ48.6

シート＋板張り防護

腕木材兼控え単管 φ48.6
@1800以内

布単管 φ48.6

朝顔建地単管 φ48.6
@1800以内

単管抱き合わせ
φ48.6 1.0m

固定ベース

建地単管 φ48.6
@1800以内

（ループ吊）

（ループ吊）

（ループ吊）
（ループ吊）

方杖 φ48.6
@1800以内

チェーン受け単管
φ48.6

シート＋板張り防護
＋鋼製足場板

シート＋板張り防護＋鋼製足場板

φ48.6
@900以内

おやご材
φ48.6

吊チェーン
@1200以内（ダブル）

吊チェーン @1200以内

チェーン吊金具

ころばし材 φ48.6 @900以内

おやご材 φ48.6

単管手摺 φ48.6

シート＋板張り防護

腕木材兼控え単管
φ48.6 @1800以内

布単管 φ48.6

建地単管 φ48.6
@1800以内

（ループ吊）

（ループ吊）

おやご材 φ48.6

シート
＋板張り防護
＋鋼製足場板

吊チェーン @1800以内

（ループ吊）

固定ベース

朝顔建地単管
φ48.6 @1800以内

チェーン受け単管
φ48.6

シート＋板張り防護
＋鋼製足場板

頭ツナギ φ48.6

シート＋板張り防護
＋鋼製足場板

ころばし材
φ48.6
@900以内

A部

昇降梯子

H.W.L H.W.L

断 面 図 ( 方 杖 設 置 部 )

ころばし材

ＣＬ

直交クランプ

おやご材 単管φ48.6
ころばし材 単管φ48.6
@900以内

シート張り

板張り防護

鋼製足場板

（番線固定）
吊チェーン @1800以内

（ループ吊）

シート＋板張り防護

鋼製足場板

（番線固定）

吊チェーン @1200以内
（ループ吊）

直交クランプ

朝顔建地単管 φ48.6
@1800以内

ころばし材 単管φ48.6
@900以内おやご材 単管φ48.6

桁材

吊チェーン
@1200以内（ダブル）

（ループ吊）

シート＋板張り防護 鋼製足場板

（番線固定）

桟木（番線固定）

釘止め

シート＋板張り防護

単管手摺 φ48.6

腕木材 単管φ48.6
@1800以内布単管 φ48.6

建地単管 φ48.6
@1800以内

直交クランプ根ガラミ 単管φ48.6

釘止め 固定ベース

敷板

吊足場端部詳細図
S=1:10（A1）

足場チェーン吊り部詳細図

単管足場脚部詳細図

A 部 詳 細 図

令和６年度　橋梁補修工事

平　土　第　　　号

S=1:100（A3）
S=1:50（A1）
S=1:100（A3） S=1:20（A3）

S=1:10（A1）
S=1:20（A3）

S=1:10（A1）
S=1:20（A3）

S=1:10（A1）
S=1:20（A3）
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